
　私たち、ジオパークに関わる者674名は、2018年10月６日、７日と、ここアポイ岳ユネスコ世界ジオパーク
に集い、これからのジオパーク活動の発展のために、これまでの活動を振り返り、その知識や経験を共有した。
そして、より良い活動をつくり出すため、交流し、新しい知識を吸収し、意見交換をし、議論を重ねた。こうし
た2018日本ジオパーク全国大会での経験を通して私たちは、多くのことを学び、多くの気付きを得た。この経
験を踏まえ、ジオパーク活動のさらなる発展のため、私たちは、以下をここに宣言する。

一、私たちは地球に生きる一員として世界に目を向け、地域資源の保全・活用、次世代への継承を行う。地域を
基盤にしつつ、世界と未来の視点を大切にしながら、次世代を含む様々な人・組織と協働し、枠組みを乗り
越えて活動していく。

一、伝承や舞踊といった無形の文化財は、人と自然と大地との関係性を示すものであり、ジオパークにおいて重
要な遺産である。先住民族、地域住民の意思を尊重したうえで、保全と活用をすすめていく。

一、ジオパーク活動は、地域資源を活用し、郷土愛の醸成や多様な地域活動等に連携させることができる。今後
はよりいっそう地域の教育活動に寄り添い、広く協働・連携を進め、深く地域を学ぶためのスパイス・ツー
ルとしてジオパークを活用していく。

一、これから起こりうる数多くの自然災害に直面した際に、存在価値が認められるようなジオパークづくりにつ
とめる。

一、自然（生態）遺産や文化遺産は、現在の私たちのくらしと地形・地質とのつながりを伝えるものであり、そ
の保全と活用をより進めることで、ジオパークを社会に広めていく。

一、わたしたちは、時に災害につながる多様な地球活動と共生するため、ユニバーサルデザインの考え方を生か
し、人が多様であることを認識し、コミュニケ―ションに努め、的確な情報を把握し、共有していく。

一、ジオパークは、安全管理のなされたジオツアーを提供する。ツアーを担うガイドは、ジオパークのネットワ
ークを活用して交流をすすめ、その技術の向上を計る。

一、これからの10年は、ジオパーク自身が、地域に対して、あるいは世界に対して何ができるのかを考える。

2018年10月７日
第９回日本ジオパーク全国大会アポイ岳（北海道様似町）

大会実行委員長　
様似町長　坂　下　一　幸
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床地図

北海道胆振東部地震災害義援金募金

帯広空港ロビー歓迎サイン会場周辺案内板

新千歳空港ウェルカムスクリーン

場外休憩テント

タッチパネル式ジオパークマップ
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民族共生象徴空間ＰＲコーナー

新規認定希望地域ポスター ポスターセッションブース案内板 会場案内マップ

場外休憩テント内
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No. ブロック名 地域名 参加者数 ブロック計 正・準
1

北海道

アポイ岳※ 10

131

正
2 洞爺湖有珠山 20 正
3 白滝 20 正
4 三笠 10 正
5 とかち鹿追 10 正
6 十勝岳 20 準
7 上川中部 8 準

その他 33
8

東北

磐梯山 7

97

正
9 男鹿半島・大潟 11 正
10 八峰白神 6 正
11 ゆざわ 15 正
12 三陸 21 正
13 栗駒山麓 5 正
14 下北 11 正
15 鳥海山・飛島 16 正
16 蔵王 1 準
17 月山 4 準

その他 0
18

関東

伊豆大島 5

83

正
19 下仁田 5 正
20 秩父 4 正
21 箱根 11 正
22 銚子 7 正
23 筑波山地域 16 正
24 浅間山北麓 15 正
25 茨城県北 5 準
26 古関東深海盆 0 準
27 三宅島 0 準
28 那須烏山 6 準

その他 9
29

中部

甲信越

糸魚川 14

85

正
30 伊豆半島 7 正
31 南アルプス 4 正
32 恐竜渓谷ふくい勝山 3 正
33 白山手取川 8 正
34 佐渡 15 正
35 立山黒部 5 正
36 苗場山麓 6 正
37 飛騨山脈 5 準
38 東三河 3 準
39 中央アルプス 0 準
40 飛騨小坂 2 準

その他 13
41

中四国

近畿

山陰海岸 25

114

正
42 室戸 10 正
43 隠岐 4 正
44 四国西予 10 正
45 南紀熊野 5 正
46 Mine秋吉台 16 正
47 島根半島・宍道湖中海 9 正
48 萩 12 正
49 土佐清水 13 準
50 三好市 6 準

その他 4
51

九州

島原半島 10

69

正
52 阿蘇 4 正
53 霧島 6 正
54 おおいた姫島 4 正
55 おおいた豊後大野 13 正
56 桜島・錦江湾 5 正
57 天草 3 正
58 三島村・鬼界カルデラ 5 正
59 北九州 0 準
60 五島列島 4 準

その他 15

関係者
JGN・JGC・国機関 16

95JGN海外招聘者 1
来賓・招聘者・実行委員 78

非登録

参加者

一般来場者 156
429報道機関 10

運営協力者 263

合計 1,103
※アポイ岳はガイド（大会参加登録者）の人数

参加者 スタッフ

参加者数（延べ）合計 5,000 338

４日 プレジオツアー 65 45

５日 事前相談会・運営会議 253 44

６日 開会式・分科会1日目・交流会 2,487 117

７日
分科会２日目・北海道150年講演・

パネルディスカッション
2,035 105

８日 ポストジオツアー 160 27

プレツアー スタッフ

①減災文化と火山の恵み～秋の有珠山満喫ツアー

～（洞爺湖有珠山）
18 7

②KON-SAI（昆（虫）祭・根菜）ジオツアーin丸瀬布（白滝） 11 19

③さぁ行こう！一億年時間旅行へ！（三笠） 18 12

④プロガイドと歩く「風穴の森」トレッキングツアー

～鹿追のガイドが歩んだ30年を参考に、ガイドの安全

管理を考える～（とかち鹿追）

10 7

JGN会議

事前相談会（日本） 27

事前相談会（世界） 16

JGN運営会議 95

懇親会 103

開会セレモニー 720

分科会等

①ジオパークが担う普段の減災・防災活動って何？ 70

②人の暮らしとジオを考える 57

③学びが生み出す地域の未来づくり 65

④「備えあれば憂いなし!?」ガイドツアーのリスクマネ

ジメント-リスクを味方につけるガイドのコツ-
65

⑤無形文化財の伝承と活用をジオパークで考える

～アイヌ文化を例に～
55

⑥自然災害とユニバーサルデザイン

～全ての人が心地よく過ごせるジオパークを目指して～
28

⑦Discussion with Prof. Nickolaos ZOUROS・坂下様

似町長によるミニ巡検
67

⑧SDGsから考えるジオパークと持続可能な社会 47

口頭発表セッション 70

ポスターセッション 620
７日のミニ巡検は４５名で実施
口頭発表、ポスターセッションは聴講者も合わせた数

大交流会

参加者 583

北海道150年記念講演 250

ワークショップ 50

パネルディスカッション・閉会セレモニー 621

ポストツアー

①かんらん岩と高山植物の共演！アポイ岳登山 29

②地球内部を覗いてみよう！Ｈｏ！浪漫（幌満）峡 30

③東蝦夷地を歴史探訪！ブラリまち歩き 27

④秋サケ三昧！浜のかあさんの暮らし体験 10

⑤アイヌ語・アイヌ伝説からジオを学ぶ 27

⑥馬産地日高のルーツを探る！日高優駿街道 24

⑦どんだけ～強風体験！えりも岬とんがりロード 13
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役　職 氏　　名 所　　　属 摘　要
名誉実行委員長 高　橋　はるみ 北海道知事
実 行 委 員 長 坂　下　一　幸 様似町長 推進協議会会長
副実行委員長 佐々木　健　一 様似町教育委員会教育委員 同 会 副 会 長
副実行委員長 谷　村　利　幸 アポイ岳ファンクラブ会長 同 会 副 会 長
監 　 事 附　田　一　穂 冬島自治会長 同 会 監 事
監 　 事 久　野　真紀子 アポイ岳ファンクラブ副会長 同 会 監 事
委 　 員 工　藤　　　仁 様似町商工会会長 同 会 理 事
委 　 員 久　野　俊　昭 様似町観光協会会長 同 会 理 事
委 　 員 小　林　弥　生 様似町社会教育委員副委員長 同 会 理 事
委 　 員 木　下　行　宏 様似町副町長 同 会 会 員
委 　 員 坂　本　好　則 様似町議会議長 同 会 会 員
委 　 員 荒　木　輝　明 様似町教育委員会教育長 同 会 会 員
委 　 員 笹　島　秀　則 様似町郷土館運営審議会会長 同 会 会 員
委 　 員 深　堀　美　紀 様似中学校校長 同 会 会 員
委 　 員 山　村　健　史 様似小学校校長 同 会 会 員
委 　 員 江　谷　一　夫 ひだか東農協様似事業所所長 同 会 会 員
委 　 員 相　内　　　寛 日高中央漁協様似支所所長 同 会 会 員
委 　 員 北　村　和　也 えりも漁協冬島支所所長 同 会 会 員
委 　 員 盛　　　孝　雄 ひだか南森林組合専務理事 同 会 会 員
委 　 員 石　井　俊　英 様似町商工会事務局長 同 会 会 員
委 　 員 早　坂　節　子 様似町商工会女性部長 同 会 会 員
委 　 員 木　村　浩　二 日高信用金庫様似支店長 同 会 会 員
委 　 員 坪　　　正　利 様似町文化協会会長 同 会 会 員
委 　 員 岡　部　美　香 様似町女性団体連絡協議会会長 同 会 会 員
委 　 員 滝　川　浩　司 様似町青年団体協議会会長 同 会 会 員
委 　 員 砂子田　義　治 東平宇自治会長 同 会 会 員
委 　 員 佐々木　　　正 幌満自治会長 同 会 会 員
委 　 員 榎　本　信　促 新日本電工㈱日高工場長 同 会 会 員
委 　 員 横　見　　　実 東邦オリビン工業㈱代表取締役社長 同 会 会 員
委 　 員 菊　地　修　二 様似アイヌ協会会長 同 会 会 員
委 　 員 水　野　洋　一 アポイ岳ジオパーク認定ガイド代表 同 会 会 員
委 　 員 新井田　清　信 アポイ岳地質研究所所長 同 会 学 術 顧 問
委 　 員 池　田　尚　登 様似建設協会会長
委 　 員 坂　下　正　代 様似町食育協議会会長
委 　 員 外　山　　　紘 様似町交通安全指導員協議会会長
委 　 員 熊　谷　カ　ネ 様似民族文化保存会会長
委 　 員 吉　瀬　献　策 浦河高等学校校長
委 　 員 池　田　　　拓 浦河町長
委 　 員 大　西　正　紀 えりも町長
委 　 員 村　瀬　　　優 広尾町長
委 　 員 真　屋　敏　春 洞爺湖有珠山ジオパーク推進協議会会長 洞 爺 湖 町 長
委 　 員 佐々木　修　一 白滝ジオパーク推進協議会会長 遠 軽 町 長
委 　 員 西　城　賢　策 三笠ジオパーク推進協議会会長 三 笠 市 長
委 　 員 吉　田　弘　志 とかち鹿追ジオパーク推進協議会会長 鹿 追 町 長
委 　 員 浜　田　　　哲 十勝岳ジオパーク推進協議会会長 美 瑛 町 長

委 　 員 西　川　将　人 上川中部地域ジオパーク構想準備会会長
（現大雪山カムイミンタラジオパーク構想推進協議会会長） 旭 川 市 長

オブザーバー 松　浦　英　則 北海道日高振興局長
オブザーバー 岡　﨑　健　一 札幌方面浦河警察署長

顧 　 問 米　田　　　徹 日本ジオパークネットワーク理事長 糸 魚 川 市 長
顧 　 問 中　田　節　也 日本ジオパーク委員会委員長 東京大学名誉教授
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